
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

情報通信 I 

Information and    
Communication I 

必 村田 充利 
3年生 

電気情報工学科 
1 後期 

週2時間 

授業概要 
現在、コンピュータネットワークは広く社会に普及している。この授業では、情報通信の基本原理

を学び、コンピュータネットワークにおいて、どのように利用されているかを学習する。 

到達目標 
 情報通信の基礎的技術を理解し、説明できる。 

電気通信主任技術者試験の“データ通信”の問題を60%以上解くことができる。 

評価方法 定期試験 60%、課題 40%で評価する。 

教科書等 [教科書] 徹底図解 通信のしくみ，高作 義明著，新星出版社 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

オリエンテーション 

通信の基礎知識(1) 

通信の基礎知識(2) 

電話のしくみ(1) 

電話のしくみ(2) 

モバイル通信のしくみ(1) 

モバイル通信のしくみ(2) 

ネットワークのしくみ 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

無線通信のしくみ 

インターネット通信のしくみ(1) 

インターネット通信のしくみ(2) 

IP電話のしくみテレビ放送のしくみ 
近未来通信のしくみ 
最新の通信装置の構造としくみ 

総括                                                              期末試験 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE ａ b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
Ａ Ａ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｄ Ｃ Ｂ 

   ◎       



情報通信 I   必修   ３学年   単位１   後期・週２時間 

 

第１週～第３週 

 アナログ通信からデジタル通信への変遷の概要と、それを支えてきた各分野の通信技術である交換方式の歴史、

放送メデイアの歴史、通信サービスの歴史などの概要について学習する。 

 また、通信に用いる伝送媒体（有線・無線）について学習する。 

 

第４週～第５週 

 電話網、データ通信網、ISDN網、衛星通信網、移動体通信網など、ネットワークの概要とその構成、およびそ

の間の経路制御について学習する。また、通信サービスの基本事項についても学ぶ。 

 

第６週～第７週 

 携帯電話がどのように通信を行っているのか、携帯電話網の仕組みや通信方式について学習する。そして、携帯

電話を用いたインターネットアクセスについて学習する。 

 

第８週 

LANの概要とそれに関連した規格、伝送制御について学習する。また、無線LANについての規格や、屋内の電

力線を用いた通信について学習する。 

 

第９週 

 無線通信の概要について、無線で用いる電波の種類や発生原理、電波の伝送方法について学習する。 

 

第１０週～第１１週 

 インターネットの仕組みについて、サービスプロバイダの役割、イントラネットとの比較、IPアドレスやドメイ

ン名、プライベートアドレスとグローバルアドレスについて学習する。 

 

第１２週 

 放送と通信について、その意味や放送における周波数帯について学習する。また人工衛星やインターネット等の

様々な媒体を利用した放送の仕組みについても学習する。 

 

第１３週 

 来るべき未来の通信技術について、センサーネットワークやモバイルネットワーク、テレビネットワークについ

て学習する。 

 

第１４週 

 携帯電話やおサイフケータイに代表されるFeliCaのしくみ等、身の回りにある様々な通信機器について学習する 

 

第１５週 

 過去１４回の授業を総括する。 


